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１．はじめに 
 日光市足尾地域は，栃木県の西端の渡良瀬川の源流
部に位置し，明治初期から日本の近代化を支える銅山
の町として栄えてきた 1)．休山後の現在では，足尾の
産銅施設と自然環境を町の遺産とし，交流人口の増加
に力が入れられている．このうち，自然環境を活かし
た取り組みとしては，山林の復旧と森林環境教育を兼
ねた「体験植樹」と呼ばれる植樹体験プログラムが，
いまだ裸地残る「松木地区」において地元 NPO 法
人，国土交通省，栃木県等の協力のもとで行われてい
る．しかし，森林の完全な再生には，植樹だけでなく
維持管理など様々な活動が必要とされているが，この
種の活動の参加者が増加しないままであり，今後有効  
な周知の方向性を探っていく必要がある．そこで，本研究
では，森林環境教育の視点から主にドローンで撮影し
た映像を用いて振り返り学習の教育的効果を向上させ
る要因を探り，緑化活動の推進に寄与することを目的
とする． 
 
２．調査方法 
 本研究における「教育的効果」は，振り返り学習を
行うことによって，「調べ学習への意欲」，「森林体験
活動への参加意欲」が向上することとしている．これ
について，以下の方法で調査することとした． 
（1）現地調査 
 NPO 法人「足尾に緑を育てる会」の植樹活動およ
び維持活動に参加し，メンバーの方々にヒアリン
グを実施し，活動内容および活動の指針について
把握した上で，2 通りの動画撮影を実施することに
した．その 1 つは，「体験植樹」の参加者（小学校
高学年）を撮影するもので，単に地上でビデオ撮
影するだけでなく，ドローンを用いて上方からも
撮影した．ドローンの通常にない視点から撮影す
ることで，参加者により楽しさを演出することを
狙うものでもある．もう１つは，松木地区の裸地
の様子を撮影するもので，普段立ち入ることがで
きない場所の山の現状を伝えることで，「自然を守
りたい」などの感情を生み出す効果が期待できる
と考えた．これらの動画を編集し，10 分程度の教
材を作成する． 
（2）アンケート調査 
 「体験植樹」に参加した小学校に赴いて，参加した
児童に対して振り返りのための授業を実施し，作成し
た教材を見せた直後に，教材の内容に関する紙媒体で
のアンケートを実施する． 
（3）分析方法 
 アンケートの回答の分析は，多変量解析，共分散構
造分析を用いて行い，森林環境教育の教育的効果を向
上させる要因を探る． 
 

３．調査結果 
（1）現地調査 
 10 月 4 日，11 月 20 日の 2 日に分けて撮影を行っ
た．10 月 4 日には，主に「体験植樹」に参加した東
京都町田市立鶴間小学校の 6 年生児童の活動の様子を
撮影した．11 月 20 日には，主に松木地区の裸地の様
子を撮影した．その後，表‐1 のようなタイムテーブル
の計 9 分 44 秒の教材（動画）を作成した． 
（2）アンケート調査 
 足尾での「体験植樹」に参加した東京都町田市立鶴
間小学校の 6 学年の生徒計 104 名に対して，12 月 21
日に動画を見せたのち紙媒体でのアンケートの回答を
得た．動画は，映像や雨水の移動の仕方に関する動画 
教材（図 2 はその抜粋，河川財団作成のもの），裸地
の状況等（図 3 はその抜粋），生徒らが実際に植樹を
している様子をドローンで撮影したもの（図 4 および 

図 1 足尾および松木地区 

表 1 教材（動画）のタイムテーブル 
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図 5 はその抜粋），である．なお，アンケートの設問
は既往研究 2)を参考にし，教育効果を向上させる要因
を想定し，パス図（図 6）を作成し設定した． 
（3）分析結果 
全回答数のうち有効回答数は 103件であった． 
単純集計では，「調べ学習をしたいと思うか」とい

う設問に対して，「少し思う」が 53人「とても思う」
が 34 人と合わせて全体の 84.5％を占めた．また，
「森林での活動に参加したいと思うか」という設問に
対して，「少し思う」が 24 人「とても思う」が 68 人
と合わせて全体の 89.3％を占めた． 
 
４．今後の課題 
多変量解析での「調べ学習への意欲」，「森林体験活動 
への意欲」に関する分析結果，共分散構造分析での結
果の考察を進める必要がある．詳細は当日報告する． 
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図 2 河川財団の教材（雨水の行方，動画） 

図 3 裸地の様子（ドローン，動画） 

図 4 生徒らが植樹をする様子（ドローン，動画） 

図 5 学年全体での作業の様子（ドローン，動画） 

図 6 教育効果を向上させる要因（パス図） 

図 7 「調べ学習をしたいと思うか」「森林での活動に参加し

たいと思うか」の単純集計結果 
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